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１０年を振り返る 僧坊・旭地区　山際　博

わたしは平成２１年に会社を定年退職し、その後６０才でシルバー人材センターに入会してから約

１２年が過ぎました。 

草刈班として、おもに小中学校および都市公園等の除草作業に専念しています。気力、体力の衰え

を感じる今日この頃ですが、今現在は班長として、夏場は猛暑が続く中での除草作業時の熱中症予防

対策、なかなか収束を見せない新型コロナウイルス感染症の予防に注意を払いつつ、事故の絶無を期

して、今後も健康で元気に会員として継続して参りたいと思います。 

 

会員の皆さまお仕事ご苦労さまです。わたしもシルバー

会員になって１５年になりシルバー人材センターから記念

品をいただきました。 

わたしが会員になってはじめての仕事はＮＴＴの庭の草

引きでした。それから色んな仕事を経験しながら今も楽し

く仕事をしています。シルバー人材センターに入会してい

ちばん良かったことは色んな方々とお知り合いになったことです。 

わたしが三十代のころ、あるお寺の法話の中で“本当の財産とはたくさんのお金を貯めることで

はなく生涯の間にどれだけの心から許しあえる友達ができるかがその人の財産であり信用なので

す”と話されました。それから出会う人には必ずあいさつをするように心がけています。 

もしシルバー人材センターに入会していなかったら会員の皆さんとお知り合いになれなかったと

思うと本当に入会して良かったと思っております。 

仕事に行き発注者さまと休息時に雑談し色んなことを教えて貰い、ためになります。そのおかげ

で仕事もがんばれます。 

わたしも七十代、後期高齢者になり病院通いが多くなり病院友達も増えました。今わたしの舟の

自治会に頭の体操でボケ防止のための麻雀サークルがあります。お金を賭けたりは絶対にしません

がみんな真剣に必死に友達に振込まないように頭を使い

遊びます。本当に楽しい頭の体操です。 

 身体が元気な限りシルバー人材センターで仕

事を続けたいと思いますので会員の皆さまよろ

しくお願いいたします。 


